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避難先は複数
考えておこう！

5m以上

3～5m

0.5～3m

0.5m以下
※浸水深の色分けは参考です。
　マップの凡例を確認してください。

洪水ハザードマップや浸水想定区域図でチェック

家庭の状況チェック

避難先のチェック

ハザードマップ
ポータルサイト⇒

洪水浸水
想定区域図⇒

□ 洪水ハザードマップに記載されている避難所
● あなたが避難する場所

〔      （移動手段：    移動時間：約  分）〕

〔      （移動手段：    移動時間：約  分）〕

〔      （移動手段：    移動時間：約  分）〕

□ 親戚・知人の家

□ その他（近くの浸水しない場所）

● あなたが避難する場所までのルートを考えたことはありますか？
□ はい □ いいえ

□ 無  □ 有 （  ）台

□ 無  □ 有 （      ）

● 持病薬 □ 無  □ 有 （      ）

● 避難に支援が必要な人（高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦など）

□ 無  □ 有 （      ）

● 車

● ペット

□ はい   □ いいえ

m

マイ・タイムライン作成のためのチェックシート

● あなたの住んでいる場所の浸水深は？

● あなたの住んでいる場所は
　 家屋倒壊氾濫想定区域（氾濫流）ですか？

※「わがまちハザードマップ」で各市町が作成したハザードマップをチェックしましょう！

洪水ハザードマップや
洪水浸水想定区域図は
ここからチェック！
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洪水によって異なります

台風の進み方
雨の降り方

川の水位の上がり方
氾濫した際の浸水深

氾濫した際の浸水継続時間

洪水に応じて臨機応変に
発表・発令されます

気象警報の発表
洪水予報の発表
避難情報の発令

洪水に応じて臨機応変に
対応しましょう

みなさんの
備え

マイ・タイムライン使用時の心得

マイ・タイムラインを作成したあとは…マイ・タイムラインとは？

出典：国土交通省関東地方整備局下館河川事務所「小中学生向けマイ・タイムライン検討ツール　～逃げキッド～」を加工・編集し作成

心得 1
心得 2
心得 3

あくまで行動の目安として認識する。

気象警報や避難情報等をこまめに収集・確認する。

収集・確認した情報をもとに、マイ・タイムラインを参考にして、
臨機応変に防災行動の実行を判断する。

洪水は自然現象であり、マイ・タイムラインがあれば常に安全ということではなく、マイ・タイムライ
ンで想定したとおりに進行するとは限りません。マイ・タイムラインを作成すると、自分と家族がとる
べき防災行動の「何時」が明確になりますが、注意点もあります。

「マイ・タイムライン」は、台風の接近等によって河川の水位
が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系
列的に整理し、取りまとめる行動計画表です。
急な判断が迫られる洪水発生時に、自分自身の行動のチェ
ックリスト、また判断のサポートツールとして役立ちます。
自分の家族構成や生活環境に合った避難に必要な情報・判
断・行動を把握してマイ・タイムラインを作成し、「自分の逃
げ方」を手に入れましょう。

マイ・タイムライン上の時間は、時計のように進むわけではありません。例えば、タイムライン上で氾濫発生の3時間前となっていても、水
防団（消防団）の水防活動によって進行を遅らせることができ、結果として3時間経っても氾濫に至らない場合も想定されます。そのた
め、実際の洪水においてマイ・タイムラインを使用する際には、次の心得をふまえて行動してください。

今回検討したマイ・タイムラインは基礎的なもので、例えば、
洪水が発生する時間帯によってはさらに早めの避難が必要
になるなど、実際の洪水時を想定した応用動作が想定され
ます。今後、家族や地域で話し合うなどし、防災行動を追加
していくとよいでしょう。
またマイ・タイムラインは、一度作っ
たらおしまいというものではありま
せん。家族が増えたとき、職場や学
校が変わったときなど、自分自身の
環境の変化に応じて、あらためて
見直し、必要な防災行動を整理し
ていきましょう。

マイ・タイムラインの作成マイ・タイムラインの作成


